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台東区男女平等推進行動計画 中間のまとめについて 

 

１ 計画策定の趣旨 

  区は、「東京都台東区男女平等推進基本条例」に基づく計画として、令和２年３

月に第５次となる「台東区男女平等推進行動計画 はばたきプラン２１」を策定し、

施策を総合的・計画的に進めている。 

  第５次計画の計画期間が令和６年度末で終了することから、引き続き取り組むべ

き課題や、社会情勢の変化などにより生じた課題に対応するため、新たな行動計画

を策定する。 

 

２ 計画の性格 

  本計画は、「男女共同参画社会基本法」に基づく「市町村男女共同参画計画」に

相当する。 

  また、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく「市町村推

進計画」、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」に基づく「市

町村計画」及び「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」に基づく「市町

村計画」を本計画に包含し、一体のものとして策定する。 

 

３ 計画の期間 

令和７年度から令和１１年度まで（５年間） 

 

４ 計画の基本理念及び施策体系 

  すべての人々が、性別にかかわらず、個人として尊重され、喜びと責任を分かち

合い、多様な生き方が選択できるジェンダー平等社会を実現するため、本計画の基

本理念を次のように定める。 

 

 

 

 

計画の施策体系については、別添１のとおり 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 １ ２ 月 １ ６ 日 

企 画 総 務 委 員 会 資 料 

総務部人権・多様性推進課 

【基本理念】 

 多様性を認め合い、誰もが自分らしく生きるためのジェンダー平等社会の実現 
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５ 新たに盛り込まれる事業 

基本目標１ あらゆる分野への男女平等参画の推進 

〇女子生徒・女子学生の理工系分野への進路選択の促進 

    女子中高生・女子学生の理工系分野への進路選択に資する内閣府の理工チャ

レンジに参加する。 

 

基本目標２ 職業生活における女性の活躍推進 

  〇養育費受け取り支援 

    離婚によるひとり親家庭の経済的な負担を軽減し、安定した生活を支援する

ため、養育費に関する意識啓発、相談支援、公正証書作成等手数料補助、 

ＡＤＲ（裁判外紛争解決手続）利用補助を行う。 

  〇ヤングケアラー支援 

    ヤングケアラーに関する周知啓発のため、区職員等を対象とした研修を実施

し、児童生徒向けに啓発リーフレット及び相談先周知カードの配布を行う。 

また、ヤングケアラーからの相談に対応するとともに、関係課、学校、福

祉サービス提供事業者等と連携し、適切な支援に繋げる。 

 

基本目標３ 誰もが安心して暮らせる環境の整備 

〇支援調整会議の設置 

    困難な問題を抱える女性への包括的な支援体制を構築するため、関係機関や

民間団体、その他の関係者により構成される支援調整会議の設置について検討

を図る。 

  〇女性相談支援員の増員 

    困難な問題を抱える女性の発見に努め、その立場に立って相談に応じ、専門

的技術に基づいて必要な援助を行う女性相談支援員の増員を検討する。 

  〇成年後見制度における中核機関の設置 

    区が、地域の権利擁護機能（広報機能、相談機能、成年後見制度利用の促進

機能、後見人支援機能）を果たすことで、地域連携ネットワークの中核を担う

機関を形成し、成年後見制度の利用者と後見人等のサポートを行うことを検討

する。 

 〇「性の多様性に関するガイドライン」策定 

    職員向けに性の多様性に関するガイドラインの作成を検討する。 

  〇交流の場・機会の提供（試行） 

    性的マイノリティの当事者や当事者を応援したい方などが気軽に語り合え

る場・機会を提供するイベントの実施を検討する。 

  〇子供日本語教室の開催 

    日本語の理解が十分ではない外国にルーツのある学齢期の子供を対象に、日

本語学習の支援を行い、学校生活への適応やスムーズな学習につなげる。 
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６ 今後の予定 

令和６年１２月～令和７年１月   パブリックコメント実施

令 和 ７ 年 第 １ 回 定 例 会   企画総務委員会報告（最終案について） 

３月  台東区男女平等推進行動計画策定 




